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PRI報告フレームワークの各モジュールでは、指標の詳しい説明や選択可能なオプションに加えて、どの指標が組織に関連するかを特定するうえで役立つ情報があります。 
トップバー
トップバーには、指標のステータス（必須または自主開示）、指標の目的、関連するPRIの原則など、各指標についての重要情報が表示されています。 
	
	指標のステータス
	目的
	原則

	xxx 01
	必須 
	コア評価
	PRI 2


指標のステータス
	必須
	必須指標は中核的な実務を反映しています。これらの回答は公開されますので、回答を記入してフレームワークに送信することが義務付けられています。

	報告義務 
自主開示
	一部の指標は記入が義務付けられていますが、開示は自由です。これらの指標は、それ以降のどの指標が該当するか、または比較に使用されるかを決定しますが、企業の機密情報を含む場合もあります。

	自主開示
	自主開示指標は代替または高度な実務を反映しています。これらの指標は報告も開示も自由です。


目的
	ゲートウェイ
	[image: ]
	この指標への回答は、組織がモジュール内の他の指標に該当する場合、他の指標を「解除」します。詳細はロジックボックスを参照してください。

	グループ化
	[image: ]
	これらの指標は、評価目的のため同じ特性を持つグループを形成するために使用します。

	コア評価項目
	[image: ]
	これらの指標は評価の基本を形成し、最終的な評価スコアの大部分を占めます。

	追加評価項目
	[image: ]
	これらの指標はより高度な、または代替の実務を表し、スコアに占める割合は小さくなります。

	説明
	[image: ]
	これらは、自由回答形式の指標で、組織の活動を説明することができます。


指標の下部
指標の下には、指標を解釈し、回答するための重要な情報を含む説明や定義があります。ロジックボックスを読み、指標が組織に該当することを確認してください。
	xxx 01
	説明

	xxx 01.1
	報告する可能性がある事例など、サブ指標を理解する方法の指針となります。

	xxx 01.2
	

	ロジック

	xxx 01
	この指標が該当する時、そしてその指標がサブ指標に影響するかどうかを説明しています。ロジックボックスがない場合は指標は常に適用され、他の指標には影響しません。

	評価

	xxx 01
	この指標のパイロット評価アプローチの概要です。

	
	

	xxx 01
	定義

	xxx 01
	指標で使用される具体的な用語の定義を説明しています。
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モジュールの経路OO LE 01: パッシブ、クオンツ、ファンダメンタルおよびその他のアクティブ戦略の内訳
LEI 12-13: 成果および結果
LEI 01: 各組み入れ戦略の比率
LEI 07: サステナビリティをテーマとするファンド/マンデートの種類
LEI 11 指数構成に反映されるESG問題 
LEI 02: 投資決定に使用されるESG情報の種類
パッシブが10％超またはパッシブの報告を選択
LEI 05: スクリーニングが堅牢な分析に基づき確実に実施されるよう万全を図るプロセス
LEI 04: 適用されるスクリーニングの種類
LEI 06: ファンドの基準に違反しないよう万全を図るプロセス
LEI 08: 企業/セクターを調査する際のESG問題の検討
LEI 09: 統合が堅牢な分析に基づいて
確実に行われるよう万全を図るプロセス
LEI 10: ESG情報が統合される分析の側面
アクティブが10％超またはアクティブの報告を選択
スクリーニングを報告済み
統合を報告済み
報告したアクティブ運用の上場株式の100% に組み入れ戦略はない
はい
いいえ
全戦略
LEI 03: 投資の意思決定に使用されるエンゲージメントや議決権行使の情報(該当する場合はOO 10に基づく)
LEI 終了: モジュールの確認ページ
テーマを報告済み


OO LE 02: 上場株式資産の10%未満についての報告

[bookmark: _Toc434320836][bookmark: _Toc466007732]序文
本モジュールで報告されている情報は、組織内で運用している上場株式保有銘柄にESGをどのように組み入れるかをステークホルダーが理解できるようにすることを目的としたものです。
このモジュールには、アクティブ運用およびパッシブ運用を区別するセクションがあり、[OO LE 01].の回答によって適用されます。 


改正の概要


	2020年 指標 
	改正 の概要 

	LEI 02.1
	評価を明確化しました。

	LEI 08.1
	指標の文言を変更し、評価を明確化しました。


モジュールへの変更に関する詳しい概要を見るには、ここをクリックしてください。




	セクション

	[bookmark: _Toc434320838][bookmark: _Toc466007734]アクティブ運用している上場株式におけるESGの組み入れ
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	　　指標のステータス
	　　目的
	　　原則

	LEI 01
	必須 
	ゲートウェイ
	PRI 1



	LEI 01
	指標

	LEI 01.1
	以下を記載してください。 
· 組織でのアクティブ運用上場株式にどのESG組み入れ戦略や組み合わせを使用しているか
· アクティブ運用している上場株式の戦略または戦略の組み合わせ別内訳

	
	  ESG組み入れ戦略 
  （当てはまるものをすべてお選びください）
	アクティブ運用される上場株式 に戦略が適用される割合
   （推定 +/- 5%）

	
	 スクリーニングのみ（他の戦略と組み合わせない）
	[image: ]%

	
	 テーマのみ（他の戦略と組み合わせない）
	[image: ]%

	
	 統合のみ（他の戦略と組み合わせない）
	[image: ]%

	
	 スクリーニングおよび統合戦略
	[image: ]%

	
	 テーマおよび統合戦略
	[image: ]%

	
	 スクリーニングおよびテーマ戦略
	[image: ]%

	
	 3つの戦略すべての組み合わせ
	[image: ]%

	
	 組み入れ戦略を適用していない
	[image: ]%

	
	アクティブ運用している上場株式の合計
	100%

	LEI 01.2
	組織が実施しているESG組み入れアプローチ、および、特定のESG組み入れ戦略を選択している場合はその理由を説明してください。 

	
	

	LEI 01.3
	ESG組み入れ戦略の組み合わせを使用して資産を運用している場合、ESG戦略の組み合わせをどのように使用しているかを簡単に説明してください。
[任意]

	
	




	LEI 01
	説明

	LEI 01
	指標[LEI 01.1]は、機関投資家のためのOECD責任あるビジネス行動勧告に整合しています。
この慣行に対する同業他社の対応状況の詳細については、データポータルおよびPRIのウェブサイトで提供されている上場株式組み入れインタラクティブ・データ・レポートを参照してください。

	LEI 01.1
	原則1において、署名者はESG問題を投資分析や意思決定プロセスに組み入れることが義務付けられてています。ここで説明している3つの戦略の説明は、以下に記載の定義を参照下さい。この指標の目的は、この原則を実行するための様々なアプローチによってカバーされる上場株式資産の比率を明示いただけるようにすることです。これを行うには多くの方法があります。組織独自のアプローチをできる限り忠実に反映できるようにするため、複数のオプションが提供されています。この指標はまた、個々の戦略についてさらに詳しい指標に進むかどうかを決定します。組織のアプローチに最も近い戦略を選択してください。
同一の資産に2つの戦略を採用している場合、適切な組み合わせのオプションを選択してください。例えば、資産の5％についてはスクリーニングのみで、他の資産についてはスクリーニングと統合の組み合わせを採用しているとします。こうした場合には、「スクリーニングのみ」を5%、「スクリーニング + 統合戦略」を残りの95%として報告してください。 
組み入れに何のアプローチも採用しておらず、「組み入れ戦略を適用していない」という選択肢が上場株式資産の100%を占める場合、本モジュールのアクティブ運用上場株式セクションでこれ以上報告する必要はありません。

	LEI 01.2
	この指標は、上場株式投資において組織がESG問題をどのように考慮しているかについての概要を示せるようにしたものです。活動、戦略、使用しているプロセスについて説明してください。これ以降の指標では、これらの戦略の対象範囲に関する具体的な情報について質問しており、これらの指標を通じ、各戦略がどのように実施されているかに関する具体的な情報を提供することができます。
この指標に含まれる事項の例： 
· 使用している主なESG戦略およびこれらを使用する動機
· これらの戦略を実行する責任者は誰か
· あなたの組織のESG組み入れ戦略はそれぞれどのように異なっているか（地域またはセクター別など）
· 戦略をどのように組み合わせて使用しているか（該当する場合）

	ロジック

	LEI 01
	[LEI 01]は、[OO LE 01.1]の「組織概要」モジュールで「アクティブ—数量的(クオンツ)」または「アクティブ—ファンダメンタル」戦略を報告した場合にトリガされます。
· このOO LE 01.1の数値が10%未満の場合には、OO LE 02.1の「戦略について報告」で「はい」を選択しなければなりません。
[LEI 11～13]は、[OO LE 01.1]の「組織概要」モジュールで「パッシブ」戦略を報告した場合にトリガされます。
スクリーニング戦略、テーマ戦略または統合戦略が報告された場合、LEI 02～03およびLEI 12～13が適用され、LEI 04からLEI 10までの各種指標も適用されます。
報告された戦略オプションに基づいて、以下のロジックが適用されます。
· 「スクリーニングのみ」を選択する場合:「実施：スクリーニング」セクション[LEI 04 - LEI 06]に誘導されます。
· 「テーマのみ」を選択する場合:「実施：サステナビリティをテーマとする投資」セクション[LEI 04 - LEI 06]]に誘導されます。
· 「統合のみ」を選択する場合:「実施：ESG問題の統合」セクション[LEI 08 - LEI 10]に誘導されます。
· 「スクリーニングおよび統合」を選択する場合:「実施：スクリーニング」セクション[LEI 04 - LEI 06]および「実施：ESG問題の統合」セクション[LEI 08 - LEI 10]に誘導されます。
· 「テーマおよび統合」を選択する場合:「実施：サステナビリティをテーマとする投資」セクション[LEI 04 - LEI 06]および「実施:ESG問題の統合」セクション[LEI 08 - LEI 10]に誘導されます。
· 「スクリーニングおよびテーマ」を選択する場合:「実施スクリーニング」セクション[LEI 04 - LEI 06]および「実施:サステナビリティをテーマとする投資」セクション[LEI 07]に誘導されます。
· 「3つの戦略すべて」を選択する場合:3つのセクションすべて[LEI 04 - LEI 10]に誘導されます。
· アクティブ運用する上場株式の100％に「組み入れ戦略は適用されない」と報告する場合、指標[LEI 02 - LEI 1３]は適用されません。 
[LEI 01.1]において組み入れ戦略を適用していないが100%の場合、[LEI 01.2]は適用されません。

	評価

	LEI 01
	この指標は直接評価されることはありませんが、[LEI 01.1]に対する回答内容は、総合LEIスコアがどのように算出されるかに影響を及ぼします。総合LEIスコアは、「主要な」組み入れ戦略を基に決定されます。これは、[01]で各組み入れ戦略が適用される資産の比率に基づきます。3つの戦略（スクリーニング、テーマまたは統合）のいずれかまたはその組み合わせによって完全なスコアを達成できます。また、各組み入れ戦略に個別のスコアが評価レポートに記載されます。評価された、該当する指標のすべてが、モジュールのスコアカードに含まれます。






	LEI 01
	定義

	PRIの原則1では、投資分析や意思決定プロセスへのESG問題の組み入れについて述べています。報告フレームワークにおけるESGの組み入れとは、投資の意思決定プロセスにおけるESG情報の考慮および使用を意味します。 
報告フレームワークはESG組み入れを行う4つの方法に触れています。
1. スクリーニング
2. サステナビリティをテーマとする投資（環境および社会をテーマとする投資）
3. 統合
4. 上記の組み合わせ
エンゲージメントのアプローチの対象となり、以上のいずれの戦略にも当てはまらない資産はESG組み入れに含めないでください。
責任投資業界の標準化とコミュニケーションを改善するため、PRIは用語の定義をGlobal Sustainable Investment Allianceと一致させています。この定義を以下に示します。

	投資のスクリーニング
	報告フレームワークにおける3種類のスクリーニングの定義は次のとおりです。
a. ネガティブ/除外スクリーニング:特定のESG基準に基づき、特定セクター、企業または実務をファンドまたはポートフォリオから除外する。
b. ポジティブ/業界最高水準スクリーニング: 業界の比較対象と比較し、すぐれたESGパフォーマンスにより選択したセクター、企業またはプロジェクトへ投資する。
c. 標準を基準にしたスクリーニング: 国際的な基準にもとづき、実務慣行の最低基準に照らし、投資をスクリーニングする。標準を基準にしたスクリーニングには、 
1. 責任投資/ESG問題に関連する国際基準に照らした投資先の実績に基づいて投資ユニバースを定義する、または、
2. 投資後の調査または、時に、エンゲージメントの結果、投資先がこれら基準に反する投資先であることが判明した場合には、投資後に当該投資先を除外するという二つがあります。これら基準には国連グローバル・コンパクトの原則、世界人権宣言、国際労働機関の基準、国際連合腐敗防止条約、OECD多国籍企業行動指針などがあります。

	サステナビリティをテーマとする投資
	特にサステナビリティに関連したテーマまたは資産への投資（例：クリーンエネルギー、環境にやさしいテクノロジー、持続可能な農業）。

	ESG問題の統合
	運用会社が環境、社会、ガバナンス要因を従来の財務分析に体系的かつ明示的に含めること。ESG 統合に係る手引きおよび事例については、「PRI の株式投資のためのESG統合実践ガイド」ならびに「ESG統合の手引きおよび事例：株式および債券」を参照してください。

	これらの定義の詳細については、別途主な定義文書を参照下さい。




	
	指標のステータス
	目的
	原則

	LEI 02
	自主開示 
	追加評価
	PRI 1



	LEI 02
	指標

	LEI 02.1
	組織でESG組み入れ戦略に使用しているESG情報およびこの情報の提供者を記載してください。

	
	ESG情報の種類
	この情報の提供者を選択してください 

	
	 未調整のESGの企業データ
	 ESG調査提供会社 
 セルサイド
 組織内 – 専属のESGアナリストまたはチーム
 組織内 – アナリストまたはポートフォリオマネージャー

	
	 企業関連の分析または格付
	 ESG調査提供会社 
 セルサイド
 組織内 – 専属のESGアナリストまたはチーム
 組織内 – アナリストまたはポートフォリオマネージャー

	
	 セクター関連の分析または格付
	 ESG調査提供会社 
 セルサイド
 組織内 – 専属のESGアナリストまたはチーム
 組織内 – アナリストまたはポートフォリオマネージャー

	
	 国関連の分析または格付
	 ESG調査提供会社 
 セルサイド
 組織内 – 専属のESGアナリストまたはチーム
 組織内 – アナリストまたはポートフォリオマネージャー

	
	 スクリーニングされた株式のリスト 
	 ESG調査提供会社 
 セルサイド
 組織内 – 専属のESGアナリストまたはチーム
 組織内 – アナリストまたはポートフォリオマネージャー

	
	 特定のESG問題の分析または格付
	 ESG調査提供会社 
 セルサイド
 組織内 – 専属のESGアナリストまたはチーム
 組織内 – アナリストまたはポートフォリオマネージャー

	
	 その他（具体的に記入してください）_____
	 ESG調査提供会社 
 セルサイド
 組織内 – 専属のESGアナリストまたはチーム
 組織内 – アナリストまたはポートフォリオマネージャー

	LEI 02.2
	ブローカーに対しESG調査結果を提供するよう奨励しているかどうかについて記載してください。

	
	 している
	 していない

	LEI 02.3
	ブローカーに対しどのように奨励しているかを記載してください。

	
	

	LEI 02.4
	補足情報
[任意]

	
	



	LEI 02
	説明

	LEI 02.1
	この指標の目的は、どのような種類のESG情報が組織の投資決定に影響を与えているかを報告できるようにすることと、この情報源に焦点を当てることです。例えば、投資家によっては専門的な調査提供会社から直接入手したESGデータを使用していることもあります。あるいは、第三者から購入した調査を補完するために組織内で調査を行い、自身で補完した調査を投資プロセスに利用している投資家もいます。または、これを両方行っている投資家もいます。（本モジュールの後半の指標では、この調査の質や調査が投資プロセスでどのように使用されるかを説明できます）
異なる情報源の例:
· 未調整のESGの企業データ: 分析または集計前に提供する、企業のESGパフォーマンスに関するデータ。 
· 企業関連のESG分析または格付: 企業のESGパフォーマンス、リスクまたは機会に関する情報の分析または集計。これは、格付の比率、または文字などの別の指標として表現される場合もあります。
· セクター関連のESG分析または格付: 例えば食品や飲料セクターなど、特定の業界セクターに関連するESGパフォーマンス、リスクまたは機会を分析または集計したもの。
· 国関連のESG分析または格付: 各国のESGに関連した法律、政策、基準、実績、リスクや機会を分析または集計したもの。
· スクリーニングされた株式のリスト: スクリーニングされたポートフォリオを構築するために取引が許容される分野の株式のリスト。
· 問題に固有のESG分析または格付: 単一の問題（例：人権）の分析、または気候変動などのトレンドやテーマについて分析したもの。

	LEI 02.2
	第三者のプロバイダー（ブローカーなど）に対する報奨制度の実施はESG問題の促進に影響を与えると考えられています。ESGサービスやその質を金銭的に定量化することにより、ESG問題が注目され、より目的に応じたリソースが可能になります。

	LEI 02.3
	この指標では、ESG調査を促進する上でどういった措置を実施しているかについても説明いただけます。例えば、以下のような項目が挙げられます。
· ESG問題を特定し、ブローカーや他の投資調査提供会社に調査を提案する 
· ブローカーの評価プロセス（ブローカーへの手数料の配分が決定される）にESGの要素を組み入れる
· ESG問題に関するブローカーの調査を購入する予算を設定する

	ロジック

	LEI 02
	[LEI 02.2] で「している」と回答すると、[LEI 02.3] が適用されます。

	評価

	LEI 02
	最大スコア: 3つ
この指標は、[02.1] への回答に基づいて評価されます。

	
	指標採点方法

	
	選択された回答
	スコア・レベル
	詳細

	
	なし
	
	

	
	一種類のESG情報 
	
	例: LEI 02.1で選択肢を1つ選択し、LEI 02.2を「していない」にした場合

	
	二種類のESG情報、または
一種類のESG情報および、ブローカーに対してESG関連のリサーチを奨励
	
	LEI 02.1で選択肢を2つ選択し、LEI 02.2を「していない」にした場合
LEI 02.1で選択肢を1つ選択し、LEI 02.2を「している」にした場合

	
	三種類以上のESG情報または
二種類のESG情報および、ブローカーに対してESG関連のリサーチを奨励
	
	LEI 02.1で選択肢を3つ選択し、LEI 02.2を「していない」にした場合
LEI 02.1で選択肢を2つ以上選択し、LEI 02.2を「している」にした場合




	
	指標のステータス
	目的
	原則

	LEI 03
	自主開示 
	追加評価
	PRI 1



	LEI 03
	指標

	LEI 03.1
	ESGへのエンゲージメントや（委任状による）議決権行使から得られる情報を投資の意思決定に利用できるプロセスが組織にあるかどうかを記載してください。

	
	エンゲージメント
	 情報を確実に利用できる体系的なプロセスを設定している
 この情報をたまに利用している
 この情報を利用していない

	
	（委任状による）議決権行使
	 情報を確実に利用できる体系的なプロセスを設定している
 この情報をたまに利用している 
 この情報を利用していない

	LEI 03.2
	補足情報

	
	



	LEI 03
	説明

	LEI 03
	指標[LEI 03.1]は、機関投資家のためのOECD責任あるビジネス行動勧告に整合しています。

	LEI 03.01 
	この指標によって貴社は、ESG へのエンゲージメントや議決権行使活動から得られた情報を投資の意思決定に利用する正式なプロセスを組織内に設定しているかどうか、ならびに、エンゲージメントから得られた情報を組織内の運用担当者や組織外の運用会社と共有しているかどうかについて説明可能となります。 （即ち、PRIの原則2および原則1につながるものです）
すべての関連するファンドの投資の意思決定者がエンゲージメントや議決権行使に関する情報を利用できるような正式なシステムやプロセスがある場合には、「情報を確実に利用できる体系的なプロセスを設定している」を選択してください。これは、ほとんどの場合、ファンダメンタル株式銘柄選択ファンドに当てはまります。しかし、すべてのエンゲージメントや議決権行使が投資の意思決定に常に影響を及ぼすとは限りません。
エンゲージメントや議決権行使から得られた情報の利用が時々という程度であり、利用方法も個人やファンドによって異なっており、全ファンドに画一的なプロセスがない場合には、「この情報をたまに利用している」を選択してください。
エンゲージメントとは、ESG問題に関連して影響力を行使するための投資先とのやりとりを指します。議決権行使とは、企業調査、他の投資家の見解、議決権行使決定、企業の対応および行動など、（委任状による）議決権行使に関するすべての活動を指します。

	ロジック

	LEI 03
	OO 10.1「上場株式　–　エンゲージメント」行で「組織のスタッフ、協働またはサービスプロバイダーを通じてESG要因に関して企業へのエンゲージメントを実施している。」を選択すると、[LEI 03.1]の「エンゲージメント」セクションが適用されます。
OO 10.1「上場株式　–　議決権行使」行で「（代理人）投票を直接または専用の投票提供者を介して議決権行使する。」を選択すると、[LEI 03.1]の「エンゲージメント」セクションが適用されます。

	評価

	LEI 03
	最大スコア: 3つ
この指標は、投資の意思決定に利用可能となっているエンゲージメントと（委任状による）議決権行使の両方から得られる情報に基づいて評価されます。

	
	指標採点方法

	
	選択された回答
	スコア・レベル
	詳細

	
	エンゲージメントおよび議決権行使の両方で「この情報を利用していない」
	
	

	
	エンゲージメントまたは議決権行使のいずれかで、「この情報をたまに利用している」
	
	

	
	エンゲージメントおよび議決権行使の両方で「この情報をたまに利用している」
	
	

	
	エンゲージメントまたは議決権行使のいずれかで、「情報を確実に利用できる体系的なプロセスを設定している」
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	指標のステータス
	目的
	原則

	LEI 04
	必須 
	説明
	PRI 1



	LEI 04
	指標

	LEI 04.1
	組織内でアクティブ運用している上場株式に適用するスクリーニングの種類を記載し、説明してください。

	
	スクリーニングの種類
	スクリーニング実行者
	説明

	
	ネガティブ/ 排他的
スクリーニング 
	· 商品
· 活動
· セクター 
· 国/地域
· 環境および社会的な実務およびパフォーマンス
· コーポレートガバナンス
	

	
	ポジティブ/業界最高のスクリーニング
	· 商品
· 活動
· セクター 
· 国/地域
· 環境および社会的な実務およびパフォーマンス
· コーポレートガバナンス
	

	
	基準に基づく
スクリーニング 
	· 国連グローバル・コンパクトの原則 
· ビジネスと人権に関する国連指導原則
· 国際労働機関の条約
· 国際連合腐敗防止条約
· OECD多国籍企業行動指針
· その他（具体的に記入してください）
	

	LEI 04.2
	スクリーニング基準が変更された場合に顧客や受益者に通知する方法について説明してください。

	
	




	LEI 04
	説明

	LEI 04
	指標[LEI 04]は、機関投資家のためのOECD責任あるビジネス行動勧告に整合しています。

	LEI 04.1
	説明ボックス:どのESGのスクリーニングがどのファンドに使用されているか（1つのスクリーニングが全ファンドに適用されているか、または複数のスクリーニングが異なるファンドに適用されているか）、他のスクリーニングと併用して使用されているかを説明してください。  
スクリーニングの基準例:
· 商品 – 例：特殊な武器、タバコ
· 活動 – 例：除外されていないセクター内の特定の商品（ウラン鉱山など）
· セクター – 例：石油、ガス、炭鉱など
· 国/地域 – 例：スーダン、イランなど
· 環境および社会的な実務およびパフォーマンス – 例：児童労働、環境損害、サステナビリティ報告
· コーポレートガバナンス – 例：過剰な役員報酬、独立性を欠く取締役会

	LEI 04.2
	説明には、顧客・受益者への通知方法、変更前または変更後の通知発生の有無、期間についての説明を含めることができます。



	LEI 04
	定義

	この戦略の定義については、主な定義文書を参照してください。


	


	
	指標のステータス
	目的
	原則

	LEI 05
	必須 
	コア評価
	PRI 1



	LEI 05
	指標

	LEI 05.1
	スクリーニングが徹底した分析に基づいていることを確実にするために、組織が使用しているプロセスを選択してください。

	
	· 総合的なESG調査を実施または入手して企業の活動や商品を決定する
· 組織または調査提供会社により、組織は自身に関するESG調査の見直しを行い、間違いを訂正する機会を与えられている
· 除外/追加する企業を特定するために使用する組織外調査およびデータは、ESG/RI担当者、組織内監査部などの組織内監査の対象となる
· 第三者のESG格付は定期的に更新し、ポートフォリオが確実にファンドの方針を遵守するようにしている
· ブラックリストに載っているフラグ付き有価証券をブロックまたは制限する取引プラットフォーム
· 企業調査を実施する担当者から独立した別の委員会または代表者からなる組織がスクリーニングの決定の一部またはすべてを見直す
· 実施または提供された組織内調査を定期的に見直している
· 外部調査提供会社の見直し・評価をしている
· その他（具体的に記入してください）___________
· 上記のいずれでもない

	LEI 05.2
	ESGスクリーニング戦略の一環で包括的なESG調査の対象となるアクティブ上場株式ポートフォリオの割合を示してください。

	
	<10%  10-50%  51-90% >90%

	LEI 05.3
	第三者のESG評価がスクリーニング目的で更新される頻度を示してください。

	
	· 四半期ごともしくはもっと頻繁
· 半年に一度
· 一年に一度
· 一年以上に一度

	LEI 05.4
	組織のESGスクリーニングを構築するための組織内リサーチを精査する頻度を示してください。

	
	· 四半期ごともしくはもっと頻繁
· 半年に一度
· 一年に一度
· 一年以上に一度

	LEI 05.5
	補足情報
[任意]

	
	



	LEI 05
	説明

	LEI 05
	指標[LEI 05]は、機関投資家のためのOECD責任あるビジネス行動勧告に整合しています。
この慣行に対する同業他社の対応状況の詳細については、データポータルおよびPRIのウェブサイトで提供されている上場株式組み入れインタラクティブ・データ・レポートを参照してください。

	LEI 05.1
	「ブラックリストに載っているフラグ付き有価証券をブロックまたは制限する取引プラットフォーム」とは、購入決定が社内方針、社内ブラックリスト等に反することがないよう、取引の実行やアカウントの監視をブロックし、または制限する取引プラットフォーム・ソフトウェアを指します。

	ロジック

	LEI 05
	[LEI 05.1]で「総合的なESG調査を実施または入手して企業の活動や商品を決定する」を選択すると、[LEI 05.2]が適用されます。
[LEI 05.1]で「第三者のESG格付は定期的に更新し、ポートフォリオが確実にファンドの方針を遵守するようにしている」を選択すると、[LEI 05.3]が適用されます。
[LEI 05.1]で「実施または提供された組織内調査を定期的に見直している」を選択すると、[LEI 05.4]が適用されます。

	評価

	LEI 05.1
	最高スコア: 3つ
この指標は、[05.1]への回答に基づいて評価されます。

	
	指標採点方法

	
	選択された回答
	スコア・レベル
	詳細

	
	「上記のいずれでもない」
	
	

	
	一つを選択
	
	

	
	二つを選択
	
	

	
	三つ以上を選択
	
	





	
	指標のステータス
	目的
	原則

	LEI 06
	自主開示 
	追加評価
	PRI 1



	LEI 06
	指標

	LEI 06.1
	ファンドの基準に違反がないことを確認するために組織が使用しているプロセスを記載してください。

	
	· 株式がファンドのスクリーニング基準を満たしているか体系的な確認を行っている。 
· 自動ITシステムにより、運用会社が除外された株式やポジティブなスクリーニング基準を満たさない株式に投資することを防止する。
· 組織内の監査機能により、ファンド保有銘柄の監査が定期的に行われる。
· 外部運用RIファンドの定期的な監査・検査
· その他（具体的に記入してください）___________
· 上記のいずれでもない

	LEI 06.2
	ファンドのスクリーニング基準に対する違反が判明した場合、これらの違反を是正するために従うプロセスを説明してください。

	
	

	LEI 06.3
	補足情報
[任意]



	LEI 06
	説明

	LEI 06.2
	ファンドのスクリーニング基準に対する違反とは、除外されるべきであった株式が購入されるような事態を指します。
体系的 
体系的なプロセスとは、プロセスの内、計画された日常的に行われる部分のプロセスを指します。これには、事前に設定した計画に従って実施されるサンプリングや現場検査などを含めます。 

	評価

	LEI 06
	最大スコア: 3つ
この指標は、[06.1]への回答に基づいて評価されます。

	
	指標採点方法

	
	選択された回答
	スコア・レベル
	詳細

	
	「上記のいずれでもない」
	
	

	
	一つを選択
	
	

	
	二つを選択
	
	

	
	三つ以上を選択
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	指標のステータス
	目的
	原則

	LEI 07
	必須 
	説明
	PRI 1



	LEI 07
	指標

	LEI 07.1
	組織が運用している、サステナビリティをテーマとするファンドやマンデートの種類を記載してください。

	
	· 環境をテーマにしたファンド
· 社会をテーマにしたファンド
· テーマの組み合わせ

	LEI 07.2
	組織でのサステナビリティをテーマとしたファンドのプロセスについて説明してください。
[任意]

	
	



	LEI 07
	説明

	LEI 07
	テーマ投資とはESGの組み入れの3つのアプローチの1つで、本報告のフレームワークの対象となる上場株式におけるPRI原則1の実行を立証するものです。  
資産クラス全体でのテーマ投資に関する自主開示の指標は、「戦略とガバナンス（SG）」モジュールに含まれています。従って、この指標と自主開示指標SG13との間には多少重複があります。しかし、ここでは組織の上場株式のテーマの報告に注目し、SGで提供されていない追加情報のみ提供してください。
統合されたESG分析を使用して、株式または投資先を選択したり（個々の企業のESGや業績を考慮するなど）、ESGスクリーニングを使用して株式を除外する場合、本モジュールの他のセクションで捕捉されますのでここでは報告しないでください。

	LEI 07.1
	この指標の目的はファンドの主なテーマを補足することです（例：気候変動ファンド－環境的、ヘルスケアファンド－社会的など）。ファンドのテーマが一つの独占的なものではなく、サステナビリティ要因とトレンドの組み合わせに基づいている場合、「テーマの組み合わせ」を選択してください。

	LEI 07.2
	この指標では、組織のプロセスについて説明してください。この指標に含まれる事項の例:
· これらのテーマの定義方法。
· セクターまたは地域によるテーマの適用/解釈の違い。
· 投資プロセスにおいて検討する他の要因、テーマの要素と全体のプロセスとの関連性（例：投資を検討するにあたりすべての株式が満たすべき最低要件の有無など）。



	LEI 07
	定義

	この戦略の定義については、主な定義文書を参照してください。
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	指標のステータス
	目的
	原則

	LEI 8
	必須 
	コア評価
	PRI 1



	LEI 8
	指標

	LEI 8.1
	E・S・Gの各要因が投資分析の一環として体系的に調査されている、アクティブ運用の上場株式ポートフォリオの割合を記載してください。

	
	  ESG問題
	  影響を受ける割合

	
	E（環境）
	<10%  10-50%  51-90% >90%

	
	S（社会）
	<10%  10-50%  51-90% >90%

	
	コーポレートガバナンス
	<10%  10-50%  51-90% >90%

	LEI 8.2
	補足情報
[任意]

	
	



	LEI 8
	説明

	LEI 8
	この指標の目的は、例えば、コーポレートガバナンスについては必ず調査するが、環境や社会的要因については特定の場合にのみ調査しているというようなことではなく、どのような場合でも全てのESG要因について調査しているかどうかについて、そして、この調査がアクティブ運用の上場株式ポートフォリオに与える影響について説明いただくことにあります。ESG問題は企業、セクター、市場の全体にわたって、関連性や重要性が異なります。この指標は関連性や重要性に対するあなたの組織の最終判断ではなく、調査プロセスの範囲に関連するものです。
パーセンテージはすべて、各ESG要因の影響を受ける上場株式保有総額の割合として表してください。
体系的なプロセス では、様々なセクター、市場、戦略および問題を対象に、ESG要因の関連性について検討を行います。通常、これらは、全ての関連スタッフの投資プロセスの、計画された日常的業務の一部になります。 

	評価

	LEI 8
	最大スコア: 3つ 
この指標では、あなたの組織が体系的にESG問題を見直しているかどうかを評価します。

	
	指標採点方法

	
	選択された回答
	スコア・レベル

	
	10%未満のESG要因が3つ以下、または10%以上のESG要因が1つ 
	

	
	10%以上のESG要因が2つ 
	

	
	10%以上のESG要因が3つ、または50%以上のESG要因が2つ
	

	
	50%以上のESG要因が2つ、かつ90%超のESG要因が1つ以上 
	




	
	指標のステータス
	目的
	原則

	LEI 09
	必須
	コア評価
	PRI 1



	LEI 09
	指標

	LEI 9.1
	ESG統合が徹底した分析に基づいていることを確実にするために、組織が使用しているプロセスを記載してください。

	
	· 総合的なESG調査を実施または入手して企業の活動や商品を決定する
· 組織または調査提供会社により、企業は自身に関するESG調査の見直しを行い、間違いを訂正する機会を与えられている
· ESGに関する第三者格付が定期的に更新されている
· 組織内調査を定期的に見直している
· 責任投資スタッフとファンドマネージャー又は投資チーム内のESG問題特定の構造化かつ定期的な会議
· ポートフォリオの対ベンチマークでのESGリスクプロファイル
· ESG要因の投資リスクおよびりターン・パフォーマンスに対する影響の分析
· その他（具体的に記入してください）___________
· 上記のいずれも行っていない

	LEI 9.2
	組織の統合戦略の一環で包括的ESG調査の対象になるアクティブ運用上場株式の割合を記載してください。

	
	<10%  10-50%  51-90% >90%

	LEI 9.3
	ESG統合戦略に使われる第三者のESG評価が更新される頻度を示してください。

	
	· 四半期ごともしくはもっと頻繁
· 半年に一度
· 一年に一度
· 一年以上に一度

	LEI 9.4
	ESG統合戦略に使われる組織内調査を見直す頻度を示してください。

	
	· 四半期ごともしくはもっと頻繁
· 半年に一度
· 一年に一度
· 一年以上に一度

	LEI 9.5
	ポートフォリオ・マネージャーがどのようにしてESG情報を保有し、使っているのか説明してください。

	
	· ESG情報は一元化したデータベースまたはツールで保管され、関連するスタッフ全員がアクセスできる
· ESG情報や分析は、投資スタッフが作成する企業調査レポートまたは業界/セクター分析すべての基準である
· ESG情報や調査が投資決定にどのように組み入れられたかを捕捉する体系的な記録が保管されている
· その他（具体的に記入してください）___________
· 上記のいずれも行っていない

	LEI 9.6
	補足情報
[任意]

	
	





	LEI 9
	説明

	LEI 9
	この指標の目的は、組織のESG情報の質および管理を説明することです。この指標では、社内で作成されたESG情報と、調査提供会社が提供したESG情報を区別しません。投資プロセスの構築に関する手引きおよび事例については、PRIのESG統合に関する公開資料 の第4章をご参照ください。

	LEI 9.1
	サブ指標では、ESG統合プロセスに使用した調査の質を説明できます。一部の投資家では、スクリーニングと統合戦略の両方の調査の情報源が同じであることがあります。この場合、この回答はLEI 07と同じになります。「その他」カテゴリでは、（マクロ）経済の要因や業界/セクター分析などに言及してもよいでしょう。
この慣行に対する同業他社の対応状況の詳細については、データポータルおよびPRIのウェブサイトで提供されている上場株式組み入れインタラクティブ・データ・レポートを参照してください。

	LEI 9.5
	このサブ指標は、ESG情報が組織の投資決定に確実に貢献していることをどのように確認しているかに焦点を当てます。指標のオプションで取り上げられていない追加的措置があれば説明してください。
体系的という用語は、全ての関連スタッフの投資プロセスの、計画された日常業務の部分を意味すると解釈してください。


	ロジック

	LEI 9
	指標間
[LEI 09.1]で「総合的なESG調査を実施または入手して企業の活動や商品を決定する」を選択すると、[LEI 09.2]が適用されます。
[LEI 09.1]で「ポートフォリオの保有資産がファンド方針を遵守していることを確保するためにESGに関する第三者格付が定期的に更新されている」を選択すると、[LEI 09.3]が適用されます。
[LEI 09.1]で「活動および商品について組織内調査を定期的に見直している」を選択すると、[LEI 09.4]が適用されます。


	評価

	LEI 9.1
	最大スコア: 3つ 
この指標は、コア評価であり、[09.1]への回答に基いて評価します。

	
	指標採点方法

	
	選択された回答
	スコア・レベル
	詳細

	
	「上記のいずれも行っていない」 
	
	

	
	一つ選択
	
	

	
	二つ選択
	
	

	
	三つ以上選択
	
	




	
	指標のステータス
	目的
	原則

	LEI 10
	報告義務
自主開示
	コア評価
	PRI 1



	LEI 10
	指標

	LEI 10.1
	投資分析のどの側面に重要なESG情報を統合しているかを記載してください。

	
	投資分析
	アクティブ運用する上場株式の内投資分析をする割合

	
	 経済分析
	<10%  10-50%  51-90% >90%

	
	 業界分析
	<10%  10-50%  51-90% >90%

	
	 経営の質
	<10%  10-50%  51-90% >90%

	
	 企業戦略の分析 
	<10%  10-50%  51-90% >90%

	
	 ポートフォリオの加重
	<10%  10-50%  51-90% >90%

	
	 感応度/シナリオ分析
	<10%  10-50%  51-90% >90%

	
	 適正価値/ファンダメンタル分析
	<10%  10-50%  51-90% >90%

	
	 その他（具体的に記入してください）____
	<10%  10-50%  51-90% >90%

	LEI 10.2
	ESG情報を適正価値/ファンダメンタル分析やポートフォリオの構築へと統合するプロセスについて、組織でのプロセスの一部となっている手法を選択してください。

	
	 企業業績予想（売上高、運営費、収益、キャッシュフロー）の修正
 評価モデル変数（割引率、終価、永久成長率、）の修正
 評価倍率
その他の修正（具体的に記入してください）__________

	LEI 10.3
	ESG情報をポートフォリオの加重にどう統合しているかを説明してください。

	
	

	LEI 10.4
	利益予想/バリュエーションツールの修正に使用した手法を説明してください。

	
	

	LEI 10.5
	有価証券の評価に感応度/シナリオ分析をどのように適用しているか説明してください。

	
	

	LEI 10.6
	補足情報
[任意]

	
	




	LEI 10
	説明

	LEI 10
	指標[LEI 10]は、機関投資家のためのOECD責任あるビジネス行動勧告に整合しています。.
この指標の目的は、組織内で ESG 情報を投資分析と意思決定にどのようにそしてどの程度使っているのかを説明することです。手引きおよび事例については、PRI の ESG 統合に関するガイダンスの第 1 章および「ESG統合の手引きおよび事例：株式および債券」を参照してください。
この指標では、ポートフォリオの加重は、ESG統合によるポートフォリオ構築の変化、つまりESGリスクによる特定のセクターの過小評価または過重な加重を指します。ポートフォリオの加重は、スクリーニングと混同してはなりません。スクリーニングは、指標[LEI 05]、[LEI 06]、[LEI 07]で報告する必要があります。
同業他社がどのように上場株式における組み入れについて報告しているかについてのリポートListed Equity Incorporation Interactive Data Reportを見るには、Data PortalあるいはPRIのウェブサイトをご覧ください。

	ロジック

	LEI 10
	指標内:
[LEI 10.1]で「適正価値/ファンダメンタル分析」を報告している場合、[LEI 10.2]と[LEI 10.4]が適用されます。
[LEI 10.1]で「ポートフォリオの加重」を報告している場合、[LEI 10.3]が適用されます。
[LEI 10.1]で「感応度/シナリオ分析」を報告している場合、[LEI 10.5]が適用されます。

	評価

	LEI 10
	最大スコア: 3つ
この指標は、[10.1]への回答に基づいて評価されます。

	
	指標採点方法

	
	選択された回答
	スコア・レベル
	詳細

	
	回答が選択されなかった、または、一つのオプション（比率不問）、または、二つのオプションが50%未満
	
	

	
	二つのオプションが51％超である
	
	

	
	 少なくとも三つのオプションが11％超であり、その内一つは「ポートフォリオの加重」および・または「適正価値分析」である
	
	

	
	少なくとも三つのオプションが51％超であり、その内一つは「ポートフォリオの加重」および・または「適正価値分析」である
	
	









	LEI 10
	定義

	経済分析
	この分析には、政治的、財政的、金融的、市場的、およびESGの各要因がどのように経済に影響を及ぼすのかについての評価が含まれます。経済に影響を及ぼし得る要因としては、気候変動、水不足、腐敗、政府の政策、インフレ、金利、失業者数などがあります。

	業界分析
	この分析には、政治的、規制上の、市場的およびESGの各要因が業界にどのような影響を及ぼすのかについての評価が含まれます。業界に影響を及ぼし得る要因としては、リソースの利用可能性、サイバー・セキュリティ、サプライチェーン基準、需給、グローバル・国内・地域内の各規制などがあります。

	経営の質
	この分析には、企業のコーポレートガバナンスおよびその事業運営が環境および社会に及ぼす影響についての評価が含まれます。例えば、二酸化炭素排出量、ダイバーシティ、企業文化、役員報酬などの管理があります。

	企業戦略の分析
	この分析には、政治的、規制上の、市場的およびESG要因が企業の競争力およびパフォーマンスにどのような影響を及ぼすのかについての評価が含まれます。これには、企業の商品・サービスおよび投資のリスクと機会についての見直し、および、各市場における競争力について理解が含まれます。

	感応度/
シナリオ分析
	この分析には、ポートフォリオ・レベルでのリスク・プロファイルなど、将来のトレンドの投資影響を表す多数の要因が含まれます（例： リソース不足、技術開発）。

	適正価値/
ファンダメンタル分析
	経済、業界、個別企業特有およびESG要因を分析および定量化し、その結果を予想財務諸表およびバリュエーション・モデルに織り込むこと。 




	セクション

	[bookmark: _Toc434320844][bookmark: _Toc466007742]パッシブ運用している上場株式におけるESGの組み入れ



	
	指標のステータス
	目的
	原則

	LEI 11
	報告義務
自主開示
	説明
	PRI 1



	LEI 11
	指標

	LEI 11.1
	指数の組成において、ESG問題を組み入れているパッシブ上場株式ファンドを運用しているかどうかを記載してください。

	
	 運用している
	 運用していない

	LEI 11.2
	指数の組成において、ESG問題を組み入れているパッシブ上場株式ファンドすべての比率を記載してください。

	
	指数組成におけるESG組み入れ（パッシブ上場株式ファンド合計に対する比率）

	
	10%未満  10～50%  51～90% 90%超

	LEI 11.3
	指数/ファンド名を明記し、ESGの手法を簡単に説明し、以下のうちどのESG組み入れ戦略を適用しているかを示してください。

	
	指数/ファンド名、ESGの手法の簡潔な説明
	ESG組み入れ戦略
（当てはまるものをすべてお選びください）

	
	[200語以内]
	 スクリーニング
 テーマ
 ESG問題の統合
 その他

	
	[同上]
	[同上]

	
	[同上]
	[同上]

	
	[同上]
	[同上]

	
	[同上]
	[同上]

	LEI 11.4
	補足情報
[任意]

	
	



	
LEI 11
	説明

	LEI 11
	指標[LEI 11.1]は、機関投資家のためのOECD責任あるビジネス行動勧告に整合しています。

	LEI 11.3
	パッシブ運用、アクティブ運用の定義については、本書の序文または主な定義文書を参照してください。パッシブ運用をしているファンドへのESGの組み入れの定義については、主な定義文書を参照してください。 

	ロジック

	LEI 11
	この指標は、[OO LE 01.1]で上場株式のパッシブ戦略を報告した場合に適用されます。[OO LE 01.1]における回答と関連する上場株式投資についての情報のみを報告することが求められています。 
この指標内で、[LEI 11.1]で「運用している」と回答すると、[LEI 11.2]および[LEI 11.3]が適用されます。
 [LEI 11.1]で「運用している」と回答すると、指標[LEI 12-13]が適用されます。 







	セクション

	[bookmark: _Toc434320845][bookmark: _Toc466007743]成果および結果



	
	指標のステータス
	目的
	原則

	LEI 12
	自主開示 
	説明
	PRI 1



	LEI 12
	指標

	LEI 12.1
	組織のESG組み入れ戦略がポートフォリオや投資ユニバースの構成にどういう影響を与えているかを記載してください。

	
	スクリーニング

	
	最初の投資ユニバースの削減またはその他の効果について説明してください
	削減率を明記してください
(+/- 5%)

	
	
	[image: ]%

	
	テーマ

	
	投資ユニバースの変更またはその他の効果について説明してください

	
	

	
	ESG問題の統合

	
	ESG統合後の効果を記載してください。

	
	 投資ユニバースの削減または優先
 セクターレベルでのオーバーウェイト/アンダーウェイト
 株式レベルでのオーバーウェイト/アンダーウェイト
 購入 / 売却の決定 
 エンゲージメント / 議決権行使
その他（具体的に記入してください） ___________
 上記のいずれにも取り組んでいない

	
	ESG問題を組み入れた指標（パッシブ運用ファンド）

	
	組成またはその他の効果に対する影響を説明してください

	
	

	LEI 12.2
	補足情報
[任意]

	
	




	LEI 12
	説明

	LEI 12
	指標[LEI 12.1]は、機関投資家のためのOECD責任あるビジネス行動勧告に整合しています。
同業他社がどのように報告しているかについてのリポート Listed Equity Incorporation Interactive Data Report を見るには、Data PortalあるいはPRIのウェブサイトをご覧ください。

	LEI 12.1
	ESG組み入れのアプローチがポートフォリオの設計や構築に影響しているかどうかについて説明が求められています（例：特定のセクターや地域に言及するなど）。 
個別の投資見解、決定およびパフォーマンスに影響した特定のESG問題についての詳細情報をLEI 13で提供することができます。

	ロジック

	LEI 12.1
	[LEI 12.1]は、
（1）[LEI 11.1]に「はい」と報告したか、
（2）[LEI 01]のアクティブ運用している上場株式の一部に、スクリーニング、テーマ別または統合戦略が適用されていると報告した場合には、[LEI 12.1]が適用されます。
[LEI 11.1]への回答により、関連する積極的なESG組み入れ戦略の（スクリーニング、テーマ別または統合戦略）フィールドが適用されます。[LEI 11.1]への回答により、「ESG要因組み入れ指数（パッシブ運用ファンド向け）」フィールドが適用されます。




	
	指標のステータス
	目的
	原則

	LEI 13
	自主開示 
	説明
	PRI 1



	LEI 13
	指標

	LEI 13.1
	組織の投資見解や報告年度のパフォーマンスに影響を与えたESG問題の例を挙げてください。

	
	　ESG要因および説明
	　適用したESG組み入れ戦略
	投資決定やパフォーマンスへの影響

	
	[200語以内] 
	· スクリーニング
· テーマ
· 統合
· ESG組み入れ戦略の組み合わせ
· ESG問題を組み入れた指数
[ドロップダウン]
	[200語以内] 

	
	[同上] 
	[同上]
	[同上] 

	
	[同上] 
	[同上]
	[同上] 

	
	[同上] 
	[同上]
	[同上] 

	
	[同上] 
	[同上]
	[同上] 

	LEI 13.2
	補足情報
[任意]

	
	



	LEI 13
	説明

	LEI 13
	少なくとも3つ、最大で5つの例を挙げることが推奨されています。 
これらの例はできる限り、ESG問題がどのように組み入れられたかを明確に説明するものにしてください。 
組織により、異なるESG問題、異なるセクターが例の中心になり、異なる投資決定が行われたかもしれません（例：除外、購入、売却、保有、オーバーウェイト、アンダーウェイト）
ESG要因および説明 – 企業名を開示することは求められていません。一般的な総称 (例えば、英国の銀行、中国の小売業者など) を言及することで十分です。代わりに、気候変動および排出量に関する組織の方針が投資判断やパフォーマンスにどのような影響を及ぼす可能性があるかについて説明いただいても結構です。
投資見解やパフォーマンスへの影響
これには、影響を受けたポートフォリオ内の保有銘柄の数、セクターが含まれます。

	ロジック

	LEI 13.1
	[LEI 01]で報告されたアクティブなESG組み込み戦略に応じて, 「どの戦略が分析されましたか？」、「スクリーニング」、「テーマ」]、または「統合」オプションが適用されます。
「パッシブ運用に関するESGファクターの組み込み指標」オプションが適用されるかどうかは、[LEI 11.1]への回答によります。
[LEI 11.1]に「はい」と回答した場合、または[LEI 01]のアクティブ運用している上場株式の一部に、スクリーニング、テーマまたは統合戦略が適用されると報告する場合に、[LEI 13.1]が適用されます。



image3.jpeg




image4.png
Principles for
Responsible
Investment




image3.png




image5.png




image6.png




image7.png
Wox




image8.png




image13.png




image14.wmf



image15.png




image1.jpeg




image2.png
Principles for
Responsible
Investment




image11.png
Principles for
Responsible
Investment

PRI





image9.png
Principles for
Responsible
Investment

| PR
Copyright © 2013 PRI Association. All rights reserved .== I




image10.png
Principles for
Responsible
Investment

=PRI





image12.jpeg
PRI Association

Registered offce:5th flocr, 25 Camperdown Street
London, UK,E1 8Z Compary no. 7207947
T+44(0) 20 3714 3220 W: wenwnpriorg Einfoaunpriorg

United Nations Global Compact

An investor initative i partnership with UNEP Finance nitiative and UN Global Compact




